
種別

所在地 唐津市北城内5-40 Google Mapで表示

時代

指定年月日

別称（施設名）

概要

能舞台 洋間

茶室 大広間棟2階孔雀の欄間

国指定重要文化財

平成10年（1998）12月25日

　和風を基調としながら洋間を持つなど同時代の邸宅の特色を備える一方、大広間に能舞
台を設けるなど独特のつくりになっています。また、杉戸絵、欄間などの意匠にも見どこ
ろが多いのが特徴です。

明治38年（1905）

旧高取邸

　旧高取家住宅居室棟・大広間棟は、杵島炭坑などの炭鉱主として知られる高取伊好（た
かとりこれよし：1850～1927）の邸宅として建てられました。唐津城本丸の西南の海
岸沿い、約2,300坪といわれる広大な敷地に、大きく2棟の建物が建っています。平成6
年（1994）から翌7年にかけて行われた国の近代和風建築総合調査でその重要性が確認
され、平成10年（1998）12月に国の重要文化財の指定を受けました。

　現在は、「旧高取邸」として一般公開されています。

国重要文化財 旧高取家住宅居室棟・大広間棟

https://www.google.com/maps/@33.45437,129.97222,15z?hl=ja&entry=ttu&g_ep=EgoyMDI0MTIwNC4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


杉戸絵（蘭亭曲水図） 七宝焼の引手金具

関連リンク

・旧高取邸（唐津市文化事業団外部サイトリンク）

問い合わせ

生涯学習文化財課

〒847-0013　佐賀県唐津市南城内1番1号

　　大手口センタービル6階

　電話番号：0955-72-9171

https://www.karatsu-bunka.or.jp/kyutakatoritei.html

